
そ
ば
・
バ
ラ
・
徳
内
ば
や
し
の
ま
ち

次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
魅
力
あ
る
村
山
市

新
し
く
配
備
さ
れ
た
高
規
格
救
急
車
と
消
防
本
部
に
社
会
科
見
学
に
訪
れ
た
楯
岡
小
学
校
1
年
生
の
皆
さ
ん

（
1
0
月
1
8
日
、
写
真
は
1
年
3
組
の
皆
さ
ん
）

む
ら

や
ま

教
育

の
日

、
放

課
後

児
童

ク
ラ

ブ
会

員
募

集
  ほ

か

2
0

1
9

. 1
1

. 0
1

 N
o

.1
2

8
2



特
集
　
む
ら
や
ま
教
育
の
日

開館時間　9:00～17:00

■問合せ／最上徳内記念館  ☎(55)3003、最上川美術館  ☎(52)3195

むらやま教育の日

11/16
(土)

　村山市では、市民一人ひとりの教育に対する関心と理解を深めるため、1
いいきょういくのひ

1月19日を「むらや

ま教育の日」と定めました。この日を、学校教育・家庭教育・社会教育など「まなび」を考える

きっかけにしましょう。

　そして、子どもから大人まで一生学ぼうとする積極的な意欲と力を持ち、互いに支え関わり合

いながら、みんなで村山市の教育環境をより良いものにしましょう。11月16日(土)はメインイ

ベント「むらやま教育の集い」を開催します。ぜひ、お越しください。

■問合せ／むらやま教育の日実行委員会事務局（生涯学習課  ☎内線331、学校教育課  ☎内線324）

村山市の未来を拓
ひ ら

く人を育てる

むらやま教育の集い 会場：甑葉プラザ

【日程】

・  9:00～　大久保小学校　琴の演奏

・  9:10～　「むらやま教育の集い」開会行事

・  9:20～　楯岡小学校　居合道演武

・  9:40～　葉山中学校 英語劇「ロミオとジュリエット」

・10:40～　楯岡中学校　吹奏楽

・11:00～　村山産業高校　商業研究発表

「人的資源の導入で地域の新しい光を探

せ！～仙山連携型観光による地域活性化

プランの創造について～」

・11:20～　楯岡中学校　英語スピーチ発表

・11:30～　新体操ジュニア強化選手派遣参加者発表

・11:50～　グローバルキッズプレゼンテーション

・13:30～　「未来フォーラム」標語受賞者表彰

弁論発表（中学生）「少年の主張」

子どもと大人のワークショップ

・15:30～　市内サークルによる合唱

■未来フォーラム
村山市青少年育成市民会議主催

　学校での地域学習や地域で頑張っていること、誇

れるものなどを題材に、子どもたちに家庭・地域・

学校の人を交え、よりよい社会を築くための方法な

どを話し合います。

■展示・紹介（パネル展示等）

○ホストタウンコーナー

○友好都市との交流活動

○入賞青少年健全育成標語、いじめ防止標語

○村山青年会議所の活動

○村山市学童保育連絡協議会の活動

○楯岡特別支援学校の活動・作品展示

○村山産業高校（農業・工業・商業各分野）※体験あり

○ポポーのひろば　ポポーの楽校（親子で工作）

12/1
 （日）

楯岡小学校
合唱部・アンサンブル部
「クリスマスコンサート」

時間　14:00～　 会場　甑葉プラザ

■問合せ／楯岡小学校  ☎(55)2411

どちらも入館無料

11/16、17
         (土)  (日)

最上徳内記念館

最上川美術館
河島山の謎にせまる展

最上川芸術祭

特集　むらやま教育の日
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特
集
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
会
員
募
集

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育
）

は
、
留
守
家
庭
の
小
学
生
を
授
業
終
了

後
や
学
校
休
校
日
に
安
全
に
お
預
か
り

す
る
施
設
で
す
。
自
営
業
や
農
家
な
ど

で
多
忙
な
家
庭
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

村
山
市
で
は
す
べ
て
の
小
学
校
区
で

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
各
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

や
地
域
の
運
営
委
員
会
な
ど
が
運
営
を

行
い
、
市
は
委
託
料
や
補
助
金
を
交
付

し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
専
属
の
放
課
後

児
童
支
援
員
が
指
導
に
あ
た
り
、
子
ど

も
た
ち
が
家
庭
と
同
じ
よ
う
に
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
細
や
か
な
心

配
り
を
し
な
が
ら
見
守
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
保
護
者
が
迎
え
に
来

る
ま
で
、
友
だ
ち
と
一
緒
に
宿
題
を
し

た
り
、
お
や
つ
を
食
べ
た
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
遊
び
を
し
な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま

す
。

留
守
家
庭
の
小
学
生
を
安
全
に
お
預
か
り
し
ま
す

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
会
員
募
集

利
用
料
（
保
育
料
）
の
助
成

　

兄
弟
で
利
用
し
て
い
る
２
人
目
以
降

の
児
童
に
つ
い
て
、
利
用
料
を
市
が
助

成
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
か
ら
就
学
援
助

の
対
象
と
認
定
さ
れ
た
児
童
に
つ
い
て

は
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
料
を
市
が
助

成
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◆
同
時
利
用
の
2
人
目

半
額
助
成
（
上
限
5
、
０
０
０
円
）

◆
同
時
利
用
の
3
人
目
以
降

全
額
助
成
（
上
限
１
０
、
０
０
０
円
）

◆
生
活
保
護
世
帯

全
額
助
成
（
上
限
１
０
、
０
０
０
円
）

◆
就
学
援
助
の
対
象
児

全
額
助
成
（
上
限
７
、
０
０
０
円
）

※
助
成
は
月
額
利
用
者
が
対
象
で
す
。

※
同
時
利
用
は
兄
弟
で
一
緒
に
利
用
し

て
い
る
場
合
で
す
。

利
用
会
員
を
募
集
し
ま
す

　

各
児
童
ク
ラ
ブ
の
来
年
度
利
用
会
員

を
募
集
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
募
集
期
間

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
市
報
で
随
時
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※
西
郷
・
大
久
保
・
冨
本
は
12
月
、
袖

崎
・
大
高
根
は
１
月
の
市
報
1
日
号

に
掲
載
し
ま
す
。

■
た
て
や
ま
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

対
象　

楯
岡
小
学
校
児
童

開
設
場
所　

楯
岡
地
域
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
施
設
（
旧
し
ろ
は
と
保
育
園
）

■
さ
ん
さ
ん
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

対
象　

戸
沢
小
学
校
児
童

開
設
場
所　

戸
沢
小
学
校
体
育
館
２
階

　

保
育
内
容
（
2
ク
ラ
ブ
共
通
）

■
保
育
時
間　

登
校
日　

学
校
終
了
時
～
午
後
６
時

学
校
休
校
日　

午
前
８
時
～
午
後
６
時

■
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課 

家
庭
支
援
係
　
☎
内
線

162

延
長
保
育　

午
前
７
時
30
分
～
８
時

　
　
　
　
　

午
後
６
時
～
７
時

■
登
録
料　

年
額
３
、
０
０
０
円
（
保

険
料
を
含
む
）

■
保
育
料　

キ
ッ
ズ
会
員
（
通
年
利
用
）

月
額
６
、
０
０
０
円
～
９
、
０
０
０
円

な
か
よ
し
会
員
（
随
時
利
用
）

日
額
１
、
０
０
０
円
～
１
、
５
０
０
円

■
募
集
期
間　

11
月
1
日

（金）
～
29
日

（金）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ラ
ン
ド
セ
ル
☎

（55）
７
７
１
０

（
平
日
の
午
前
10
時
～
午
後
６
時
）

特集　放課後児童クラブ利用会員募集
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日  11月6日(水) 10:30～11:00受付

会  ポポーのひろば

内  未就学児の身長・体重測定

ひだまり保健室
対  子育て中の方、おじいちゃん、

おばあちゃんどなたでもどうぞ

日  11月6日(水)　9:30～11:30

会  ふたば大高根保育園

内  大根掘りをします。

地域交流の場  じばサロン

対  保育施設等入所前の親子

日  ①11月19日(火) ②11月26日(火)

9:00～11:00

会  ①ちぐさ認定こども園

②冨本認定こども園

屋内の遊び場として開放
保育施設無料開放日

対  どなたでもどうぞ

日  11月30日(土)　10:00～11:00

会  甑葉プラザ2階研修室

内  わらべうたや絵本を楽しみましょう。

他  講師　渡邉裕子氏

育児講座  わらべうた・絵本の世界

対  保育施設等入所前の親子

日  ①11月13日(水) ②11月28日(木)

10:00～11:30

会  ①ふたば袖崎保育園

②ふたば大高根保育園

内  ①手作りおもちゃを作ろう。

②給食試食会をします。

申  ②のみ必要(11月21日まで)

出前保育  ころころランド

対  市内在住で生後5か月までの親子

日  11月29日(金)　10:00～11:30

会  ポポーのひろば　　　 申  必要

プレ・ファミサポくらぶ
「はじめての足形」

対  保育施設等入所前の親子

日  11月12日(火)　10:00～11:30

会  戸沢保育園　　　　 申  必要

内  晩秋のミニミニ運動会(10:00開

始)、お誕生会をします。

わくわく広場

日  11月16日(土)　10:30～12:00

会  なかよしルーム

内  廃材を使っておもちゃを作ろ

う！遊ぼう！絵本の読み聞かせ

やマジックショーもあります。

むらやま教育の日関連事業
「ポポーの楽校」

対  子育て家庭の方（妊娠期～幼児期）

日  ①11月10日(日) ②11月19日(火)

③11月30日(土) 10:00～11:30

会  なかよしルーム

利用者支援「そうだん会」

日  ①11月5日(火) ②11月12日(火)

③11月19日(火) 9:30～11:45

会  ポポーのひろば　　　 申  必要

内  ピン留め、ヘアゴム、ブローチ、

ぬいぐるみ等を作ります(お子さ

ん同室)。

費  1個100円～200円

ハンドmadeママ

対  保育施設等入所前の親子

日  ①11月19日(火) ②11月26日(火)

9:30～11:30

会  ①ちぐさ認定こども園

②冨本認定こども園

内  遊びの広場、お誕生会、季節の工

作、おやつの時間、育児相談、保

育施設の見学もできます。

ぐんぐんの  出前保育

対  ひろば利用者

日  11月27日(水)　11:45～12:00

会  ポポーのひろば　　

他  11月生まれ(3歳まで)のお子さん

のお誕生手形の受付は10:30まで。

9:30～11:30 乗用玩具で遊べます。

11月生まれのお誕生会

対  小学校入学前の親子

日  11月16日(土)　9:30～12:00

会  戸沢保育園

内  遊びの広場、お誕生会、体操、

手遊び、絵本の読み聞かせのほ

か、育児相談もできます。

他  弁当を食べながら交流もできます。

ぐんぐん広場

対  平成30年11月以降生まれの親子

日  11月20日(水)　10:20～11:30

会  なかよしルーム　 申  必要(20組)

持  親子の飲み物、バスタオル一枚

お持ちください。ママは動きや

すい服装でご参加ください。

Ｂabyママカフェ
「親子ヨガを楽しもう」

対  小学校入学前の親子

日  11月19日(火)　10:30～11:30

会  ふたば大高根保育園

他  講師　小野淳子氏

育児講座 
「体操でリフレッシュしよう！」 

日  11月24日(日)　10:00～13:00

会  甑葉プラザ甑葉ホール　　

内  楽しい遊びがいっぱい！各コー

ナーで使えるチケットを当日受

付で配布します。チケットがな

くなり次第入場を終了します。

子育て応援メッセinむらやま
「ポポーまつり」

子育て応援情報 ～交流イベント・講座情報～

表記の説明　　 対 対象　 日 日時　 会 会場　 内 内容　 費 費用　 持 持ち物　 申 事前申込　 他 その他

※参加費の記載のないイベントは無料です。

どんぐり広場 ☎(57)2429
子育て支援センター

子育て支援課 ☎内線162
村山市役所

　 ぐんぐん ☎(56)2002
子育て支援センター

子
育
て
応
援
情
報

ポポーのひろば ☎(53)0901
子育て支援センター
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む
ら
や
ま
発
わ
だ
い
の
グ
ル
メ
め
ぐ
り

むらやま わだいのグルメめぐり
むらやまに美味いものあり！

発

最上美術館最上美術館

最
上
川

最
上
川

納
豆
ぶ
っ
か
け
ラ
ー
メ
ン

大
淀
そ
ば

住所：大淀55-7　　営業時間：午前11時00分～午後2時00分　　定休日：月曜日　　電話：(55)4405

次回は、佐藤さんがお薦めの  和食 寿司 千両（大久保）を取材します。

　
西
郷
・
大
淀
地
区
に
あ
る
「
大
淀
そ

ば
」
は
、
そ
ば
の
ほ
か
に
ラ
ー
メ
ン
も

人
気
の
食
事
処
で
す
。
元
々
麺
類
が
大

好
き
と
い
う
店
主
の
佐
藤
充
さ
ん
（
西

郷
）
は
、
農
業
を
営
み
な
が
ら
東
根
市

の
ラ
ー
メ
ン
店
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て

い
る
時
に
、
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
仲
間
か

ら
「
興
味
が
あ
る
な
ら
自
分
で
店
を

持
っ
て
み
て
は
」
と
す
す
め
ら
れ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
、
平
成
19
年
4
月
に

こ
の
店
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
今
回
紹
介
す
る
「
納
豆
ぶ
っ
か
け

ラ
ー
メ
ン
」
は
、
数
あ
る
メ
ニ
ュ
ー
の

中
で
も
特
に
人
気
の
ラ
ー
メ
ン
で
す
。

常
に
お
客
さ
ん
に
満
足
し
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
思
い
で
店
を
経
営
し
て
い
る

佐
藤
さ
ん
。
あ
る
日
、
お
客
さ
ん
か
ら

「
納
豆
が
入
っ
た
ラ
ー
メ
ン
が
食
べ
た

い
」
と
言
わ
れ
、
作
っ
て
み
た
の
が
こ

の
商
品
。
13
年
間
継
ぎ
足
し
た
そ
ば
つ

ゆ
の
「
か
え
し
」
に
、
麺
は
そ
の
た
れ

と
の
相
性
が
良
く
、
食
べ
や
す
い
中
太

ち
ぢ
れ
麺
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
つ
ゆ
は
ま
ろ
や
か
で
す
っ
き
り
し
て

い
て
、
麺
は
食
べ
や
す
く
の
ど
ご
し
も

抜
群
。
ひ
き
わ
り
納
豆
の
う
ま
味
が
加

わ
る
こ
と
で
独
特
の
味
が
楽
し
め
ま

す
。
ま
た
、
ト
ッ
ピ
ン
グ
は
チ
ャ
ー

シ
ュ
ー
、
メ
ン
マ
、
ね
ぎ
、
の
り
、
な

る
と
の
ほ
か
、
さ
ら
に
ゲ
ソ
天
が
入
っ

て
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
。
麺
は
通
常
1.5
玉

と
、
お
客
さ
ん
の
満
足
を
第
一
に
し
た

佐
藤
さ
ん
の
こ
だ
わ
り
が
う
れ
し
い
一

杯
で
す
。
冷
た
い
ラ
ー
メ
ン
で
す
が
、

寒
い
時
期
に
な
っ
て
も
人
気
が
あ
る
の

も
う
な
ず
け
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
、
甘
み
の
あ
る
た
れ
に
特

注
の
麺
と
、
歯
ご
た
え
の
あ
る
親
鶏
の

肉
を
使
用
し
た
「
冷
た
い
肉
そ
ば
」
も

お
す
す
め
で
す
。

「
誰
で
も
気
兼
ね
な
く
入
れ
る
店
に
し

た
い
」
と
佐
藤
さ
ん
。
市
内
で
も
屈
指

の
最
上
川
の
絶
景
を
楽
し
み
な
が
ら
、

味
も
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
満
足
の
一
杯
を
味

わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
話
題
の
グ
ル
メ
を
召
し
上
が
れ
。

5 広報　市民の友　むらやま　　令和元年 11.1



受
賞
者
紹
介

受賞者のご紹介 ※敬称略

市芸術文化功労者

　10月25日の市芸術祭開幕式で

次の方へ表彰状が贈られました。

■功労章

原田　一裕（楯岡・洋画）

星川　英子（楯岡・三味線民謡）

■栄光章

板垣　霜月（楯岡・書道）

佐藤　坡有（楯岡・書道）

青柳　清長（戸沢・書道）

■感謝状

石澤　啓至（楯岡・和太鼓）

大山　スエ（楯岡・三味線民謡）

森谷　明代（楯岡・三味線民謡）

後藤　敬子（冨本・大正琴）

齋藤　享子（東根市・合唱）

第44回県総合書道展

青柳春城、後藤渓星、

永澤悠山(以上戸沢)

■入選（公募）

【漢字】赤松大地、安達岳峰、

大山倖明、齊藤詩織、鈴木友璃愛

(以上楯岡)、川田喜正、結城ゆかり

(以上西郷)、佐藤黎花（大久保）、

青柳清長、笹原道子(以上戸沢)

【調和体】柴田民子(楯岡)

■役員

【参与】　渡邉研山(楯岡)

【理事】　齋藤湖舟、齋藤菖園、

高梨甑竹(以上楯岡)、松田史道

(大久保)

【評議員】阿部陽子（楯岡）

■入賞

【山形市長賞】

板垣　霜月（楯岡）

【奨励賞】金澤　求美（楯岡）

笹原　美楓（戸沢）

【褒状】　柴田　紗希（楯岡）

松田　律子（楯岡）

後藤　厚子（冨本）

■入選（会友）

【漢字】安達翠窓、井上静雲、

岩崎佳風、太田聖泉、柏倉典子、

金谷清風、斎藤正峰、柴田梨風、

皆川渓泉、渡邊柳泉(以上楯岡)、

斎藤清泉、滝田光菖(以上西郷)、

齋藤松聲(大倉)、青木八栄子、

青木葉山、石井青鳳(以上冨本)、

第71回毎日書道展

　市内から次の方が入賞・入選さ

れました。

■佳作

阿部　陽子（楯岡）

■入選

安達岳峰、板垣玉潤、

齋藤竹華、柴田百合

（以上楯岡）　　

　市内から次の方が入賞・入選されました。

　7月13日、14日に、楽天イーグルスべに花スタジアム河北で開催され

た第11回楽天イーグルス杯県大会において、市内の少年野球チームが優

勝を果たしました。

　11月9日から蔵王球場（宮城県）で開催される東北大会に出場します。

■第11回楽天イーグルス杯県大会　優勝

　村山DBファイヤーズ

県大会優勝・東北大会出場

　大久保地域の用水路に倒れてい

た人を救助した功績に対し、10

月23日、次の方へ消防長から感

謝状を贈呈しました。

■松田　光平（大久保）

災害現場功労感謝状
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受
賞
者
紹
介
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
り
が
と
う

森　　優奈（楯岡小6年）

中里　飛翔（戸沢小6年）

玉羽　凛音（袖崎小6年）

【佳作】

　吉野　詩音（楯岡小5年）

　渡辺　海翔（楯岡小5年）

　外堀陽夏乃（富並小5年）

　高谷　　愛（大久保小6年）

　奥山　陽菜（冨本小6年）

　笹原　　絢（冨本小6年）

　芳賀絵玲奈（戸沢小6年）

市青少年健全育成標語

※敬称略

■市青少年健全育成標語入賞者

【特選最優秀】

大場　朱琳（大久保小6年）

・受賞作品

ゴミ拾い　きれいな自然を

未来へと

【特選】

田中　玲杏（西郷小6年）

大場　　灯（富並小6年）

【入選】

沼澤ことね（楯岡小5年）

須藤　　蓮（西郷小5年）

第2回最上川写生大会

■村山市長賞

柴崎くるみ（楯岡小1年）

■村山市議会議長賞

渡辺　天晟（東根中部小4年）

■村山市教育委員会教育長賞

杉原　美咲（戸沢小5年）

■審査員長賞

坂井　米珠（楯岡小5年）

■真下慶治記念賞（家族賞）

高橋　　芽（戸沢小5年）

高橋　敬子（保護者・戸沢）

■村山ロータリークラブ会長賞

日塔　華蓮（葉山中1年）

■村山ローズロータリークラブ会長賞

片桐　史龍（大久保小1年）

■村山ライオンズクラブ会長賞

鈴木あすは（楯岡小3年）

そば花まつりフォトコンテスト

　9月8日に開催されたフォトコ

ンテストで市内から次の方が入選

されました。

■最優秀賞　高橋　賢治（戸沢）

■特選　　　村川　市郎（楯岡）

■入選　　　板垣　重善（西郷）

■佳作　　　橋本　政雄（楯岡）

■村山青年会議所理事長賞

高橋　康大（西郷小6年）

■村山市商工会長賞

本間　輝空（西郷小6年）

■山形新聞賞

笹原　　楓（戸沢小5年）

■山形放送賞

沼澤ことね（楯岡小5年）

■審査員特別賞

戸津　凛南（東根小3年）

■写生大会参加作品の展示

期間　11月6日(水)～21日(木)

時間　午前9時～午後7時

（土曜・日曜日は午後5時まで）

会場　甑葉プラザ1階ロビー

問生涯学習課文化係  ☎内線333

■県いじめ防止標語市選定入賞者

上野　龍生（冨本小1年）

九鬼　心晴（楯岡小2年）

佐藤　勘太（戸沢小2年）

伊藤　貫太（楯岡小3年）

板垣　明来（西郷小3年）

松田　美空（大久保小3年）

川崎　希瑠（袖崎小4年）

太田　美喜（西郷小5年）

高梨　璃海（楯岡小6年）

阿部　朋葉（富並小6年）

渡辺　海優（楯岡中2年）

笹原　愛里（葉山中2年）

松岡　大生（楯岡中3年）

細谷　　叶（葉山中3年）

県いじめ防止標語

　9月29日に最上川美術館で開催されました。

ボランティア  ありがとうございます

　秋のバラまつり期間中の9月21日の早朝、東沢バラ公園でクリー

ンアップ東沢を実施しました。

　モンテディオ山形 村山市サポーターズクラブをはじめ、市民の皆

さんからバラの花びらやごみ拾いをしていただきました。参加いた

だいた皆さん、ありがとうございました。

※企業・団体で実施するボランティア活動の情報を総務課へお寄せ

　ください。市民の友で紹介します。
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寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
ダ
ニ
エ
ル
の
コ
ラ
ム

寄付ありがとうございます

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
が
終
わ
っ
て
、
ど
ん

ど
ん
寒
く
な
る
11
月
に
な
り
ま
し
た
！

ち
な
み
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
も
と
も
と

英
語
圏
の
祭
り
だ
と
ご
存
じ
で
し
た

か
？
つ
い
最
近
ま
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
に

も
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
と
い
う
祭
り
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
昔
か
ら

シ
ン
ト
・
マ
ー
ル
テ
ン
と
い
う
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
に
似
て
い
る
子
ど
も
向
け
の

祭
り
が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
は
学
校
で
紙
製
の
ラ
ン
タ
ン

を
作
っ
て
、
ろ
う
そ
く
を
入
れ
ま
す
。

夜
に
な
っ
た
ら
、
友
達
と
近
所
の
家
の

前
で
シ
ン
ト
・
マ
ー
ル
テ
ン
の
歌
を
歌

う
と
、
お
菓
子
や
フ
ル
ー
ツ
が
も
ら
え

ま
す
。

　

地
域
に
よ
っ
て
シ
ン
ト
・
マ
ー
ル
テ

ン
の
祝
い
方
が
少
し
異
な
り
、
私
の
地

元
で
は
子
ど
も
た
ち
が
歌
い
終
わ
っ
た

後
、
町
の
広
場
に
集
ま
っ
て
大
人
と
一

緒
に
大
き
な
か
が
り
火
を
作
り
ま
す
。

火
の
近
く
に
座
り
シ
ン
ト
・
マ
ー
ル
テ

ン
と
い
う
人
物
の
話
を
聞
き
ま
す
。
他

の
地
域
で
は
パ
ン
ケ
ー
キ
や
ド
ー
ナ
ツ

な
ど
を
食
べ
た
り
し
ま
す
。
オ
ラ
ン

ダ
に
行
く
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
、
見
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
！

Vol.

7

国際交流員の

 ダニエルです

   オランダ語で
   「ランタン」は
   「Lampion」

（ランピオン）

シ
ン
ト
・
マ
ー
ル
テ
ン

シント・マールテンの様子

　

株
式
会
社
エ
ツ
キ
代
表
取
締
役
会
長
の
早
坂
悦
男
さ
ん
（
楯

岡
）
か
ら
10
月
3
日
、
市
へ
現
金
１
、
０
０
０
万
円
の
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

早
坂
さ
ん
は
、
昭
和
42
年
に
市
内
に
機
械
加
工
工
場
を
設

立
、
市
内
で
も
有
数
の
高
精
度
大
型
鋳
物
製
造
業
「
エ
ツ
キ
」

を
育
て
上
げ
ま
し
た
。

　

早
坂
さ
ん
は
「
お
世
話
に
な
っ
て
き
た
村
山
市
に
恩
返
し
が

し
た
い
と
思
っ
た
。
子
供
が
平
等
に
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
」
ま
た
、
「
努
力
し
続
け
て
い
る
人
や
、
将

来
、
活
躍
す
る
若
い
人
の
教
育
に
役
立
つ
よ
う
、
国
際
交
流
や

人
材
の
育
成
等
に
も
有
効
に
使
っ
て
い
た
だ
き
、
村
山
市
の
さ

ら
な
る
発
展
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
思
い
を
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

志布市長に目録を手渡す早坂悦男さん（写真左）
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楯
高
跡
地
改
修
工
事
の
委
託
業
者
を
選
定
、
生
活
福
祉
情
報
、
国
民
年
金
情
報

生

活

福

祉

情

報

国

民

年

金

情

報

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ

び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
自
分
の
分
だ
け
で
な
く
家
族
の

保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
も
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
11
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
時
期
ま
で
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
年
の
10
月
以
降
に
、
こ
の
年
初
め

て
の
保
険
料
を
納
付
し
た
方
は
、

来
年
の
2
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま

す
。

■
問
合
せ
／
寒
河
江
年
金
事
務
所

☎
０
２
３
７

（84）
２
５
５
１
ま
た
は

市
民
環
境
課
市
民
係 

☎
内
線

113

国
民
年
金
保
険
料
は

　
　

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の

　
　
　
　
　

利
用
を
お
考
え
の
方
へ

障
が
い
福
祉
・
障
が
い
児
通
所

　

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
紹
介
し
ま
す

　

楯
岡
高
校
跡
地
利
活
用
に
関
し
て
設

計
を
行
う
事
業
者
を
選
定
す
る
た
め
、

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り
審
査
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

9
月
9
日
に
一
次
審
査
、
10
月
3
日

に
二
次
審
査
・
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
開
催
し
、
全
国
か
ら
応
募
の

あ
っ
た
16
事
業
者
の
中
か
ら
最
優
秀
者

を
選
定
し
ま
し
た
。

■
最
優
秀
者　

　

ト
ラ
イ
ト
・
Ｂ
２
Ａ
共
同
企
業
体　

　

代
表　

馬
場
兼
伸
（
東
京
都
千
代
田
区
）

　
今
後
、
令
和
4
年
度
オ
ー
プ
ン
を
目

指
し
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
問
合
せ
／

　

政
策
推
進
課
地
方
創
生
係 

☎
内
線

271

楯
岡
高
校
跡
地
利
活
用
施
設

改
修
工
事
設
計
業
務
委
託
業
者
を
選
定

▼
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

■
就
労
継
続
支
援
（
Ａ
・
Ｂ
型
）

生
産
活
動
の
場
を
提
供

　

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
ヘ
ル
パ
ー

派
遣
・
短
期
入
所
な
ど
）
や
障
が
い
児

通
所
支
援
（
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

な
ど
）
を
利
用
す
る
際
は
、
指
定
を
受

け
た
事
業
所
か
ら
、
事
前
に
サ
ー
ビ
ス

等
利
用
計
画
を
作
成
し
て
も
ら
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
市
内
で
は
次
の
事
業
所

が
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
（福）
市
社
会
福
祉
協
議
会
相
談
支
援
事
業
所

（
楯
岡
笛
田
四
丁
目
5
番
1
号
）

※
村
山
総
合
支
庁
北
村
山
地
域
振
興
局

と
な
り
総
合
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
内

 

☎
（47）
８
６
９
５

・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
い
ぶ
き

（
駅
西
22
番
１
号
） 

☎
（48）
８
４
０
１

就
労
継
続
支
援
Ａ
型

・
ピ
ー
ス
楯
岡 

☎
(53)
０
３
１
４

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

・
わ
っ
し
ょ
い
！ 

☎
(47)
８
６
９
４

■
就
労
移
行
支
援

就
労
に
必
要
な
訓
練
等
の
支
援

・
わ
っ
し
ょ
い
！ 

☎
(47)
８
６
９
４

・
ピ
ー
ス
第
Ⅱ
楯
岡 

☎
(53)
０
３
１
４

■
生
活
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

日
常
生
活
の
場
を
提
供

・
わ
っ
し
ょ
い
！ 

☎
(47)
８
６
９
４

▼
障
が
い
児
通
所
サ
ー
ビ
ス

■
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

学
齢
障
が
い
児
へ
の
療
育
訓
練
等
の
支
援

・
お
ひ
さ
ま 

☎
(53)
３
６
１
８

・
た
い
よ
う 

☎
(47)
８
６
９
３

■
児
童
発
達
支
援

未
就
学
障
が
い
児
へ
の
支
援

・
い
ず
み 

☎
(53)
３
３
３
０

※
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
申
請
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

福
祉
課
生
活
福
祉
係 

☎
内
線

147

障
が
い
児
通
所
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
課
家
庭
支
援
係 

☎
内
線

161

最優秀者による楯岡高校跡地利活用の

イメージ模型
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第
18
回
山
形
県
人
東
京
村
山
会

（
古
澤
博
会
長
）
の
集
い
が
10
月
6
日

に
東
京
都
日
暮
里
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
、
東
京
近
郊
に
住
む
市
出
身
者
の
ほ

か
、
志
布
市
長
ら
来
賓
を
含
め
て
約

１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
集
い
で
は
、
居
合
道
の
演
武

を
披
露
し
た
ほ
か
、
東
京
五
輪
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
国
旗
に
新
体

操
チ
ー
ム
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
記

入
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
村
山
市
の
地
酒
や
特
産
物

な
ど
、
ふ
る
さ
と
の
味
を
懐
か
し
み
な

が
ら
、
思
い
出
話
に
花
を
さ
か
せ
て
い

ま
し
た
。

参加者で村山市民歌を合唱

東
京
村
山
会
の
集
い

　

冨
本
小
学
校
で
は
、
9
月
19
日
に
南

極
・
昭
和
基
地
と
ラ
イ
ブ
中
継
す
る
南

極
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

国
立
極
地
研
究
所
（
中
村
卓
司
所
長
）

が
、
隊
員
と
ゆ
か
り
の
あ
る
学
校
で
実

施
し
て
い
る
も
の
で
、
極
地
研
究
所
か

ら
南
極
観
測
隊
の
高
村
真
司
さ
ん
（
西

郷
）
と
広
報
室
の
鈴
木
裕
子
さ
ん
が
来

校
。
中
継
先
の
昭
和
基
地 

倉
持
武
彦

隊
員
ら
か
ら
、
南
極
の
位
置
や
天
気
、

気
温
、
昭
和
基
地
の
設
備
な
ど
の
説
明

を
受
け
、
児
童
ら
は
日
本
と
異
な
る
環

境
に
興
味
津
々
で
し
た
。

　

11
月
、
高
村
さ
ん
は
観
測
隊
と
し
て
、

三
度
目
と
な
る
南
極
へ
出
発
し
ま
す
。南極・昭和基地とライブ中継

南
極
・
昭
和
基
地
と
中
継

冨
本
小
学
校
で
南
極
教
室

　

健
康
ま
つ
り
を
10
月
14
日
、
甑
葉
プ

ラ
ザ
で
開
催
し
ま
し
た
。
ま
つ
り
で

は
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
の
協
定
を
締

結
し
て
い
る

（株）
明
治
に
よ
る
ヨ
ー
グ
ル

ト
と
腸
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー
、
官
民
連
携

に
よ
る
市
民
の
健
康
づ
く
り
協
定
を
締

結
し
た

（株）
タ
ニ
タ
ヘ
ル
ス
リ
ン
ク
・

（株）

ド
リ
ー
ム
ゲ
ー
ト
に
よ
る
血
圧
・
体
組

成
測
定
、
活
動
量
計
を
活
用
し
た
健
康

づ
く
り
事
業
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、
お
薬
相
談
や
歯
磨
き
指

導
、
献
血
コ
ー
ナ
ー
、
心
肺
蘇
生
体

験
、
健
康
メ
ニ
ュ
ー
試
食
、
ス
ポ
ー
ツ

吹
矢
な
ど
が
行
わ
れ
、
健
康
に
つ
い
て

考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

健
康
ま
つ
り

体組成測定の様子

　市内で行われた催しや市にまつわる出来事などを取材

し、市民の皆さんに楽しい話題をお伝えします。

ま
ち
の
話
題
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ブ
ル
ガ
リ
ア
新
体
操
チ
ー
ム
は
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
権
を
す
で
に
獲

得
し
て
い
た
団
体
競
技
に
続
き
、
個
人

競
技
も
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。
東

京
会
場
で
応
援
を
希
望
す
る
方
が
多
く

い
る
も
の
の
、
チ
ケ
ッ
ト
当
選
確
率
は

低
い
状
況
で
す
。
こ
れ
を
受
け
、
東
京

会
場
で
ブ
ル
ガ
リ
ア
を
応
援
す
べ
く
、

市
民
有
志
の
皆
さ
ん
が
立
ち
上
が
り
、

チ
ケ
ッ
ト
獲
得
の
た
め
、
申
込
み
を
促

す
決
起
大
会
が
10
月
14
日
、
甑
葉
プ
ラ

ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
・
ブ
ル

ガ
リ
ア
国
歌
の
斉
唱
、
東
京
五
輪
音
頭

披
露
、
チ
ケ
ッ
ト
の
輪
拡
大
宣
言
が
な

さ
れ
、
機
運
を
高
め
ま
し
た
。

ブ
ル
ガ
リ
ア
チ
ー
ム
を
東
京

会
場
で
応
援
し
よ
う
！
決
起
大
会日本舞踊若二三会と民舞楽友会による東京五輪音頭の披露

　

収
穫
の
秋
を
迎
え
、
市
内
各
所
で
農

産
物
の
収
穫
体
験
な
ど
を
行
う
ア
グ
リ

ラ
ン
ド
む
ら
や
ま
事
業
が
委
託
先
の
市

観
光
物
産
協
会
に
よ
り
企
画
さ
れ
ま
し

た
。
主
な
も
の
と
し
て
、
西
郷
地
域
の

サ
ト
イ
モ
堀
り
や
大
高
根
地
域
の
パ
プ

リ
カ
・
ナ
ス
収
穫
の
ほ
か
、
秋
の
バ
ラ

ま
つ
り
で
は
市
内
産
食
用
バ
ラ
の
蒸
留

体
験
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
20
日
に
は
、
首
都
圏
の
大
学
生

が
大
倉
地
域
の
耕
作
放
棄
地
を
開
墾

し
、
生
産
を
始
め
た
ソ
バ
の
収
穫
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
収
穫
し
た
ソ
バ
は
、
マ

フ
ィ
ン
と
し
て
、
11
月
に
東
京
都
で
行

わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
販
売
さ
れ
ま
す
。

ア
グ
リ
ラ
ン
ド
む
ら
や
ま
事
業

収
穫
体
験
・
耕
作
放
棄
地
活
用サトイモ堀り体験の様子

　

村
山
市
の
ラ
ー
メ
ン
や
グ
ル
メ
が
大

集
合
す
る
「
ん
ま
い
も
ん
ま
つ
り
＆
む

ら
や
ま
ラ
ー
メ
ン
ま
つ
り
」
が
10
月
19

日
、
甑
葉
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
甑
葉
プ
ラ

ザ
ネ
ッ
ト
（
前
田
和
之
理
事
長
）
と
、

む
ら
や
ま
ラ
ー
メ
ン
ま
つ
り
実
行
委
員

会
（
井
上
政
美
実
行
委
員
長
）
が
開
催

し
て
い
る
も
の
で
、
合
同
で
開
催
す
る

の
は
今
回
で
4
回
目
。

　

こ
の
限
定
の
ラ
ー
メ
ン
が
提
供
さ
れ

た
ほ
か
、
ミ
ッ
チ
ー
チ
ェ
ン
さ
ん
の
ス

テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
や
甑
葉
プ
ラ
ザ
定
期
利

用
団
体
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど
も
行
わ

れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。おいしそうなラーメンににっこり

ん
ま
い
も
ん
ま
つ
り
＆

む
ら
や
ま
ラ
ー
メ
ン
ま
つ
り

　

伝
承
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
田
中
修
作

実
行
委
員
長
）
が
主
催
し
、
今
年
で
23

回
目
と
な
る
伝
承
館
ま
つ
り
が
10
月
20

日
、
農
村
文
化
保
存
伝
承
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
つ
り
で
は
伝
統
芸
能
発
表
会
や
地

元
農
産
物
の
直
売
の
ほ
か
、
36
メ
ー
ト

ル
の
長
さ
の
板
そ
ば
を
約
２
０
０
人
で

一
斉
に
食
べ
る
名
物
の
長
板
そ
ば
を
実

施
。
10
月
上
旬
に
収
穫
さ
れ
た
地
元
産

で
わ
か
お
り
を
、
村
山
蕎そ

ば麦
の
会
会
員

と
地
元
有
志
が
当
日
の
朝
に
打
ち
ま
し

た
。
県
内
外
か
ら
訪
れ
た
大
勢
の
観
光

客
は
、
香
り
高
い
新
そ
ば
に
舌
鼓
を

打
っ
て
い
ま
し
た
。

約 200 人で一斉にそばを食した「長板そば」

伝
承
館
ま
つ
り

新
そ
ば
一
番
長
板
そ
ば

ま
ち
の
話
題
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お
知
ら
せ

ふ
る
さ
と
産
業
フ
ェ
ア

　

「
む
ら
や
ま
商
工
ま
つ
り
」
と
「
ふ

る
さ
と
フ
ェ
ア
村
山
」
が
ひ
と
つ
に

な
っ
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
詳
細

は
、
市
報
10
月
15
日
号
折
り
込
み
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
チ
ラ
シ
を
お
持

ち
い
た
だ
く
と
抽
選
会
（
先
着
５
０
０

人
）
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時　

11
月
2
日

（土）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

会
場　

甑
葉
プ
ラ
ザ
、
ふ
れ
あ
い
広
場

内
容

・
北
海
道
厚
岸
町
、
宮
城
県
塩
竈
市
の

海
産
物
な
ど
物
産
販
売

11
月
22
日

（金）
午
後
3
時
・
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
財
政
課 

☎
内
線

222

救
急
車
を
一
般
競
争
入
札
に
よ
り

売
却
し
ま
す

　

申
請
書
類
、
入
札
保
証
金
な
ど
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

入
札
受
付
お
よ
び
車
両
公
開
期
間

11
月
5
日

（火）
～
15
日

（金）

最
低
売
却
価
格

３
０
、
０
０
０
円

（
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
、

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
を
除
い
た
額
）

入
札
日
時
・
会
場

11
月
21
日

（木）　

午
前
10
時
・
財
政
課

■
問
合
せ
／
財
政
課 

☎
内
線

222

・
東
京
都
台
東
区
の
江
戸
下
町
伝
統
工

芸
品
展

・
村
山
市
産
野
菜
、
果
物
、
牛
肉
、
新

米
販
売

・
食
べ
物
、
雑
貨
を
販
売
す
る
大
テ
ン
ト
市

・
模
擬
上
棟
式
（
建
前
・
餅
ま
き
）

■
問
合
せ
／
農
林
課 

☎
内
線

257

　
　
　
　
　

商
工
観
光
課 

☎
内
線

153

板
そ
ば
ま
つ
り

　

最
上
川
三
難
所
そ
ば
街
道
振
興
会
加

盟
店
13
店
舗
で
、
今
年
採
れ
た
て
の
香

り
高
い
「
新
そ
ば
」
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
市
の
特
産
品
が
当
た
る
抽

選
会
も
実
施
し
ま
す
。

期
間　

11
月
1
日

（金）
～
30
日

（土）

■
問
合
せ
／
商
工
観
光
課 
☎
内
線

154

秋
季
火
災
予
防
運
動

令
和
元
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

「
ひ
と
つ
ず
つ

 

い
い
ね
！
で
確
認　

火
の
用
心
」

期
間　

11
月
9
日

（土）
～
15
日

（金）

防
災
無
線
放
送

11
月
9
日

（土）　

午
前
6
時
30
分

11
月
15
日

（金）　

午
後
7
時

警
鐘
打
鳴　

運
動
期
間
中
の
午
前
6
時

30
分
と
午
後
7
時
の
1
日
2
回

■
備
え
よ
う
！
住
宅
用
火
災
警
報
器

　

大
切
な
家
族
の
命
や
財
産
を
守
る
た

め
、
住
宅
用
火
災
報
知
器
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。
設
置
し
て
10
年
が
交
換
の
目

安
で
す
。

■
問
合
せ
／
消
防
署 

☎
（55）
２
５
１
４

市
有
地
を
一
般
競
争
入
札
に
よ
り

売
却
し
ま
す

　

申
請
書
類
、
入
札
保
証
金
な
ど
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

売
却
土
地
・
最
低
落
札
価
格

①
楯
岡
新
町
二
丁
目
４
９
３
１
番
11

　

宅
地
１
５
０
．
26
㎡

　

２
、
０
２
２
、
８
０
０
円

　

（
１
３
、
４
６
２
円
／
㎡
）

②
楯
岡
新
町
二
丁
目
４
９
３
１
番
31

　

宅
地
２
５
５
．
53
㎡

　

４
、
９
２
７
、
８
９
６
円

　

（
１
９
、
２
８
５
円
／
㎡
）

入
札
受
付
期
間　

11
月
5
日

（火）
～
15
日

（金）

入
札
日
時
・
会
場

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

新町

荒町

①

②

村
山
駅

村
山
駅

五日町五日町

楯岡地域

※一部道路を省略しています。ご了承ください。
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11月18日（月）/12月16日（月）

広
告

広
告

お
知
ら
せ

手
続
き
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
時
の
持
ち
物

・
旧
姓
（
旧
氏
）
が
記
載
さ
れ
た
戸
籍

謄
本
（
現
在
の
氏
に
至
る
ま
で
の
す

べ
て
の
戸
籍
謄
本
等
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知

カ
ー
ド

・
本
人
確
認
書
類

　

顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
（
運
転

免
許
証
等
）
の
場
合
1
点

　

顔
写
真
な
し
の
身
分
証
明
書
（
健
康

保
険
証
、
介
護
保
険
証
等
）
の
場
合

2
点

・
は
ん
こ

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課 

☎
内
線

111

雑
が
み
回
収

　

雑
が
み
と
は
、
空
き
箱
、
封
筒
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
す
。
新
聞
、
雑
誌
、

段
ボ
ー
ル
、
紙
パ
ッ
ク
は
回
収
し
ま
せ

ん
。
紙
袋
な
ど
に
入
れ
て
、
収
集
日
の

午
前
8
時
ま
で
に
、
燃
や
せ
る
ご
み
の

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
地
域
・
期
日

・
西
郷
・
大
倉
・
袖
崎　

11
月
17
日

（日）

・
大
久
保
・
冨
本
・
戸
沢
・
大
高
根

　

11
月
24
日

（日）

※
楯
岡
地
域
は
12
月
14
日

（土）
と
15
日

（日）

に
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
実
施
し

ま
す
。
詳
細
は
楯
岡
地
域
市
民
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課 

☎
内
線

116

毎
週
月
曜
日
と
12
月
18
日

（水）
の
全
7
回

午
後
1
時
30
分
～
3
時

会
場　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

１
、
０
０
０
円

申
込
期
間　

11
月
1
日

（金）
～
15
日

（金）

■
問
合
せ
／
福
祉
課 

☎
内
線

145

住
民
票
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

旧
姓
を
併
記
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

　

11
月
5
日

（火）
か
ら
住
民
票
と
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
旧
姓
（
旧
氏
）
を
併

記
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

印
鑑
登
録
も
旧
姓
（
旧
氏
）
の
印
鑑
を

登
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

希
望
す
る
方
は
市
民
環
境
課
窓
口
で

む
ら
や
ま
就
職
面
談
会

　

求
職
者
や
転
職
を
お
考
え
の
皆
さ
ん

を
対
象
に
就
職
面
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
7
日

（木）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

会
場　

甑
葉
プ
ラ
ザ

■
問
合
せ
／
商
工
観
光
課 
☎
内
線

157

は
つ
ら
つ
脳
力
教
室

　

市
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
あ
た
ま
の
健
康
や
嗅
覚
チ
ェ
ッ
ク
、

有
酸
素
運
動
や
脳
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
行
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
先
着
15
人
。

日
時　

11
月
18
日
～
12
月
23
日
ま
で
の
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お
知
ら
せ

日
時　

11
月
14
日

（木）
午
後
1
時
～
3
時

会
場　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課 

☎
内
線

110

不
動
産
無
料
相
談

　

不
動
産
（
土
地
・
建
物
・
空
き
家
）

に
つ
い
て
宅
地
建
物
取
引
士
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時　

11
月
30
日

（土）
午
前
10
時
～
正
午

会
場　

甑
葉
プ
ラ
ザ

■
問
合
せ
／
（
公
社
）
県
宅
地
建
物
取
引

業
協
会 

☎
０
２
３（
６
５
２
）９
０
７
０

霜
降
り
そ
ば
を
使
っ
た

そ
ば
打
ち
体
験

　

霜
が
3
回
降
り
て
か
ら
収
穫
し
た
山

の
内
産
「
で
わ
か
お
り
」
を
使
っ
て
そ
ば

を
打
ち
、
田
舎
料
理
と
一
緒
に
堪
能
し
ま

す
。
霜
降
り
そ
ば
は
、
通
常
の
そ
ば
に
比

会
場　

市
役
所
1
階
消
費
生
活
相
談
室

■
問
合
せ
／
消
費
生
活
相
談
窓
口

 

☎
（55）
２
１
２
３

12
月
4
日
か
ら
10
日
は
人
権
週
間

　

不
当
な
差
別
や
い
じ
め
な
ど
、
人
権

問
題
で
お
困
り
の
際
は
、
一
人
で
悩
ま

ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
人
権
擁
護
委
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
無
料
。

■
人
権
な
ん
で
も
相
談
所

日
時　

12
月
1
日

（日）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

会
場　

甑
葉
プ
ラ
ザ

■
市
内
の
人
権
擁
護
委
員

　

金
谷
正
實
さ
ん
、
横
尾
喜
惠
子
さ

ん
、
小
関
典
子
さ
ん
、
板
垣
和
司
さ

ん
（
以
上
楯
岡
）
、
工
藤
一
男
さ
ん

（
西
郷
）
、
芦
野
富
士
子
さ
ん
（
大
久

保
）
、
高
橋
春
實
さ
ん
（
戸
沢
）

■
問
合
せ
／
山
形
地
方
法
務
局

 

☎
０
２
３（
６
２
５
）１
３
２
１

市
民
行
政
相
談

　

行
政
機
関
へ
の
苦
情
、
要
望
な
ど
に
行

政
相
談
委
員
が
応
じ
ま
す
。
相
談
無
料
。

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
登
録
更
新

　

県
下
水
道
協
会
に
登
録
し
て
い
る
排

水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
で
、
登
録
の

有
効
期
限
が
令
和
2
年
（
平
成
32
年
）

3
月
31
日
ま
で
の
方
は
更
新
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。
水
道
課
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　

11
月
1
日

（金）
～
29
日

（金）

更
新
講
習
会　

令
和
2
年
1
月
22
日

（水）

会
場　

市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

手
数
料　

５
、
０
０
０
円

■
問
合
せ
／
水
道
課 

☎
内
線

183

県
民
手
帳
を
販
売
し
て
い
ま
す

販
売
価
格　

６
０
０
円

販
売
場
所　

市
民
環
境
課
、
政
策
推
進

課
、
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
政
策
推
進
課 

☎
内
線

273

借
金
に
関
す
る
法
律
相
談

　

借
金
返
済
な
ど
に
つ
い
て
、
弁
護
士

が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
前
日
の

午
後
1
時
ま
で
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時　

11
月
27
日

（水）
午
前
10
時
～
正
午

高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
推
進
強
化
旬
間

期
間　

11
月
1
日

（金）
～
10
日

（日）

「
よ
く
見
て　

確
認　

ゆ
と
り
行
動
」

　

日
没
が
早
ま
る
こ
の
時
期
は
、
夕
暮

れ
か
ら
夜
間
に
か
け
特
に
高
齢
者
の
交

通
事
故
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
夕
方

か
ら
の
外
出
時
は
夜
光
反
射
材
を
身
に

着
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課 

☎
内
線

117

市
道
の
調
査
・
測
量
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

市
の
道
路
台
帳
更
新
の
た
め
、
新
設

や
改
良
、
側
溝
整
備
な
ど
を
行
っ
た
市

道
に
つ
い
て
、
延
長
や
幅
員
の
調
査
・

測
量
を
実
施
し
ま
す
。

　

作
業
の
際
、
私
有
地
へ
立
ち
入
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

作
業
期
間　

令
和
2
年
3
月
19
日

（木）
ま
で

作
業
者　

東
日
本
総
合
計
画

（株）

※
立
ち
入
り
の
際
は
身
分
証
明
書
を
提

示
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
建
設
課 

☎
内
線

237

各
団
体
か
ら
の
お
知
ら
せ

困
り
ご
と
・
相
談

催
し
・
そ
の
他
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■指揮／菅野年央

■ピアノ／伊勢コウ

■フランス歌めぐり
王の行進

小さな木の実
ホフマンの舟歌

クラリネットをこわしちゃった
きらきら星

■歌謡デラックス
北酒場

津軽海峡・冬景色
喝 采

雨の慕情
さそり座の女

きよしのズンドコ節

■信じる

11月24日（日）
PM1:30 開場

PM2:00 開演

村山市民会館大ホール

入場料／一般 1,000 円

小・中学生 無料

■チケットのお問い合わせ

　村山混声合唱団フェブリエ事務局

29th

広
告

広
告

お
知
ら
せ

会
場　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

参
加
費　

２
、
０
０
０
円

申
込
期
限　

11
月
9
日

（土）　

先
着
6
名

■
問
合
せ
／
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

 

☎
（54）
２
３
２
０

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

　

一
般
事
業
者
が
対
象
で
す
。
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日　

11
月
7
日

（木）
、
12
月
3
日

（火）

時
間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

※
午
前
と
午
後
の
内
容
は
同
一
で
す
。

会
場　

北
村
山
地
域
振
興
局

持
ち
物　

筆
記
用
具

■
問
合
せ
／
村
山
税
務
署 
☎

（53）
３
７
２
６

べ
て
香
り
と
甘
み
が
強
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

日
時　

12
月
1
日

（日）

　
　
　

午
前
10
時
集
合
～
午
後
1
時

集
合
場
所　

や
ま
ば
と

参
加
費　

３
、
０
０
０
円

申
込
期
限　

11
月
25
日

（月）　

先
着
20
名

■
問
合
せ
／
（
一
社
）
市
観
光
物
産
協
会

 

☎
（53）
１
３
５
１

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作
り
教
室

　

3
号
サ
イ
ズ
の
ス
ポ
ン
ジ
ケ
ー
キ
を

焼
い
て
、
3
種
類
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
し
ま
す
。
受
講
料
を
添
え
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
7
日

（土）
午
前
9
時
～
正
午

年
末
調
整
・

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

　

給
与
事
務
担
当
者
が
対
象
で
す
。
直

接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
20
日

（水）
午
前
10
時
～
正
午

会
場　

市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

■
問
合
せ
／
村
山
税
務
署

 

☎
（53）
３
７
２
６

地
元
選
出
県
議
会
議
員
に
よ
る

地
域
議
員
協
議
会

　

地
域
の
課
題
や
施
策
等
に
つ
い
て
、

地
元
議
員
が
審
議
を
行
う
地
域
議
員
協

議
会
を
開
催
し
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
す

る
方
は
、
当
日
会
場
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

日
時　

11
月
15
日

（金）　

午
前
10
時
～

会
場　

北
村
山
地
域
振
興
局

■
問
合
せ
／
県
議
会
事
務
局
議
事
調
査
課

 

☎
０
２
３（
６
３
０
）２
８
４
１

最
上
川
の
樹
木
伐
採
者
を
公
募

　

伐
採
し
た
木
は
無
償
で
持
ち
帰
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
参
加
条
件
な
ど
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

公
募
期
間　

令
和
2
年
6
月
30
日

（火）
ま
で

場
所　

最
上
川
、
須
川
の
河
川
敷

■
問
合
せ
／
山
形
河
川
国
道
事
務
所
寒

河
江
出
張
所

 

☎
０
２
３
７（
８
６
）３
０
６
９
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お
知
ら
せ

し
ま
す
。
午
後
1
時
20
分
か
ら
は
子
ど
も

た
ち
に
よ
る
駄
菓
子
屋
も
開
店
し
ま
す
。

日
時　

11
月
17
日

（日）　

午
後
2
時
～

会
場　

渓
永
寺
本
堂
（
土
生
田
）

チ
ケ
ッ
ト　

大
人
５
０
０
円
、
高
校
生

以
下
無
料

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所　

袖
崎
地
域
市
民
セ

ン
タ
ー
、
渓
永
寺

■
問
合
せ
／
袖
崎
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

 

☎
（58）
２
０
０
１

村
山
光
ホ
ー
ム
文
化
祭

　

模
擬
店
や
作
品
展
示
、
一
年
間
の
行

事
の
ビ
デ
オ
放
映
を
行
い
ま
す
。

日
時　

11
月
17
日

（日）

　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
3
時

会
場　

村
山
光
ホ
ー
ム

■
問
合
せ
／
村
山
光
ホ
ー
ム

 

☎
（53）
２
５
２
０

第
3
回
こ
っ
と
ん
ベ
ル 

キ
ル
ト
展

　

手
芸
教
室
で
製
作
し
た
作
品
の
展
示

の
ほ
か
、
簡
単
な
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
材

料
費
は
実
費
）
も
あ
り
ま
す
。

日
時　

11
月
22
日

（金）
～
24
日

（日）

県
最
低
賃
金
が
改
訂
さ
れ
ま
し
た

山
形
県
最
低
賃
金

時
間
額　

７
９
０
円
（
27
円
ア
ッ
プ
）

　

こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
で
働
く
す

べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
問
合
せ
／
山
形
労
働
局
賃
金
室

 

☎
０
２
３（
６
２
４
）８
２
２
４

国
道
３
４
７
号
「
鍋
越
峠
」

地
域
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

「
観
光
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会

と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
す
。
入
場
無
料
。
事
前
に
申
込
み
が

必
要
で
す
。

日
時　

11
月
11
日

（月）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時

会
場　

尾
花
沢
市
共
同
福
祉
施
設

講
師　

本
吉
裕
之
氏
（
東
北
芸
術
工
科

大
学
企
画
構
想
学
科
准
教
授
）

■
問
合
せ
／
北
村
山
地
域
振
興
局

 

☎
（47）
８
６
１
４

だ
が
し
や
楽
校 

柳
家
小
ゑ
ん
落
語
会

　

そ
で
さ
き
落
語
を
楽
し
む
会
が
主
催

大
高
根
演
習
場
11
月
の
訓
練
予
定

練
成
訓
練
＝
11
月
5
日

（火）
～
8
日

（金）
、

11
日

（月）
～
15
日

（金）
、
24
日

（日）
、
25
日

（月）

演
習
場
整
備
＝
18
日

（月）
～
22
日

（金）

離
着
陸
訓
練
＝
1
日

（金）
～
29
日

（金）
の
平
日

■
問
合
せ
／
神
町
駐
屯
地 

☎
（48）
１
１
５
１

■
村
山
市
へ

渡
邉
研
山
さ
ん

（
楯
岡
）
が
個
展

「
書
と
刻
字
の
作

品
展
」
の
収
益
金

か
ら
50
万
円

11
月
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

10
日

（日）
午
後
2
時
～ 

Ｖ
・
フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎

24
日

（日）
午
後
2
時
～ 

Ｆ
Ｃ
町
田
ゼ
ル
ビ
ア

　

10
月
1
日
号
21
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た

松
舞
踊
村
山
塾
の
問
合
せ
電
話
番
号
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
次
の
と

お
り
で
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

・
後
藤 

☎
０
９
０（
１
３
９
７
）０
８
４
６

午
前
10
時
～
午
後
4
時

※
最
終
日
は
午
後
3
時
ま
で

会
場　

楯
岡
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
こ
っ
と
ん
ベ
ル
（
鈴
木
）

 

☎
（55）
６
２
９
２

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　

ハ
ー
プ
と
チ
ェ
ロ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で

す
。
入
場
無
料
。
直
接
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
1
日

（日）　

午
後
2
時
～

会
場　

楯
岡
キ
リ
ス
ト
教
会

■
問
合
せ
／
楯
岡
キ
リ
ス
ト
教
会

 

☎
（55）
６
０
２
８

北
村
山
地
区
母
親
大
会

　

子
ど
も
達
の
今
と
将
来
に
つ
い
て
考

え
る
講
演
会
で
す
。
直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
10
日

（日）
午
後
1
時
～
4
時

会
場　

尾
花
沢
市
共
同
福
祉
施
設

参
加
費　

３
０
０
円
（
資
料
代
）

■
問
合
せ
／
事
務
局
（
梅
津
）

 

☎
０
２
３
７

（23）
２
６
５
３

が
ん
ば
れ
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形

お
わ
び
と
訂
正

お
く
り
も
の
あ
り
が
と
う
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お
知
ら
せ

MURAYAMA HotNews

村
山
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

お
店
や
企
業
の
バ
ナ
ー
公
告
を

掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か

サイズ　縦57ピクセル

　　　　横165ピクセル

形式　　GIF、JPEG、PNG

バナーのデザイン等はお申込者側で

ご準備ください。

掲載料　1か月5,500円／１枠

（消費税および地方消費税を含む）

掲載期間　1か月単位で最短で3か

月分から掲載できます。連続は最長

12か月まで。

問合せ／村山市総務課広報広聴係

☎0237(55)2111  ☎内線212

E-mail　kouhou@city.murayama.lg.jp

バ
ナ
ー
広
告
募
集
中

バ
ナ
ー
広
告
募
集
中

商工会員募集

これから創業予定の方や事業の

経営改善、新たな取り組みなど

を考えている経営者の皆さん、

商工会がサポートします。お気

軽にお問合せください。

〒995-0035
村山市中央一丁目3番5号

TEL（0237）55－4311
FAX（0237）55－4312
URL:http://www.shokokai-
murayama.yamagata.jp/
E-mail：murayama@shokokai-yamagata.or.jp

商工会は企業の

経営力向上を支援します

村山市商工会

主な相談指導メニュー

★創業、経営全般、金融、税務、

　労務等

広
告

　市は、経済的理由により、大学・短期大学・高等専門学校・専門学

校等への進学を断念することなく、安心して勉学に励むことができる

よう、夢をかなえたい生徒を応援します。国が定める高等教育の修学

支援新制度の対象校へ、令和2年4月に進学を希望する生徒が対象で、

要件などは以下のとおりです。

■要件

①生活保護法の規定による被保護世帯もしくは、過去3年のうち2年以

上において市民税が非課税世帯である。

②日本学生支援機構の給付型奨学金予約採用の認定候補者である。

③平成29年4月1日以前から村山市の住民基本台帳に記載され、居住し

ている。

④勤勉である。

■給付額　400,000円

■申請方法

　次の必要書類を12月2日(月)まで学校教育課へ提出してください。

①村山市夢応援奨学金事業給付申請書

②日本学生支援機構給付型奨学金予約採用の認定候補者決定通知書

（機構から通知）

③住民基本台帳および市税等状況調査に関する同意書

※①、③は学校教育課で配布するほか、市ホームページからダウンロード可

■審査

　提出された書類、作文および面接にて審査し採用予定者を決定します。

■問合せ／学校教育課庶務係  ☎内線324

令和2年度 村山市夢応援奨学金（大学等）奨学生募集

村山市の地理と歴史第6弾「村山市の学校」販売中

　村山市史の内容を、写真などでわかりやすく編集

したブックレットシリーズ「村山市の地理と歴史」

第6号「村山市の学校」（税込540円）を販売してい

ます。ぜひ、お買い求めください。

取扱い　市立図書館・最上徳内記念館

■問合せ／市立図書館  ☎(55)2833

　台風19号により、10月12日から13日にかけて住宅の屋根に被害を

受け、修繕する方に補助金を交付します。

■対象となる工事

・自己が居住する住宅の屋根に被害を受け、屋根の改修・修繕を行う

もの（住宅に付属する建物も対象になります）

・12月末日まで完了するもの、または完了したもの

■助成金額

工事に関する費用の20パーセント（上限20万円）

■申込受付

11月5日(火)～   ※すでに修繕工事を始めている方も対象になります。

■申請に必要なもの

被害状況写真、修繕中の写真、修繕完了後の写真、支払いした領収書

■問合せ／建設課建築係  ☎内線238

台風19号による住宅屋根の被害に支援します
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↑市ホームページ ↑子育て支援アプリ↑市観光アプリ

※住民基本台帳法の一部改正に伴い、日本人と外国人の合計数になります。

村山市の人口（10月1日現在）：23,809人　男：11,556人　女：12,253人　世帯数：8,159戸

大久保城址

　

最
上
川
左
岸
、
河
岸
段
丘
と
呼
ば
れ
る
階
段
状
の
地
形
に
位
置
す
る

大
久
保
地
域
。
大
久
保
と
い
う
地
名
は
最
上
川
の
流
れ
に
よ
っ
て
削
ら

れ
て
窪
地
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
中
心
に
は
大
久
保
城
址
（
現
大
久
保
小
学
校
）
が
あ
り
、
校

門
に
は
城
址
を
示
す
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
久
保
城
は
、
最

上
氏
の
祖
先
で
あ
る
斯し

ば波
兼か

ね
よ
り頼

の
曾
孫
・
大お

お
く
ぼ
み
つ
よ
り

窪
満
頼
が
、
現
在
の
宝

ほ
う
き
ょ
う鏡

寺じ

境
内
に
築
城
し
た
も
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
お
り
、
の
ち
に
現
在
の

場
所
に
移
さ
れ
ま
す
。
誰
が
築
城
し
た
か
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

城
主
は
最
上
氏
の
家
臣
が
務
め
て
い
ま
し
た
。
村
社
で
あ
る
八
幡
神
社

は
最
上
義
光
の
家
臣
で
あ
る
大お

お

く

ぼ

久
保
主し

ゅ

め馬
が
居
城
と
し
て
い
た
天
正

年
間
（
１
、
５
７
３
年
か
ら
１
、
５
９
１

年
）
に
創
建
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
大
久
保
村
と
宝ほ

う

田で
ん

村
（
旧
大
原
村
）
が
地
域
を
構
成
す
る

よ
う
に
な
り
、
明
治
9
年
に
宝
田
村
を
吸

収
し
現
在
の
形
が
で
き
ま
す
。
現
在
の
住

所
は
千
座
川
を
挟
ん
で
大
久
保
甲
と
乙
に

分
か
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
か
つ
て
2

つ
の
村
が
存
在
し
て
い
た
名
残
な
の
で
す
。

　

「
近
江
八
景
」
を
ご
存
じ
で
す

か
。
琵
琶
湖
周
辺
の
景
勝
地
を
中
国

の
瀟

し
ょ
う
し
ょ
う湘

八
景
に
な
ら
っ
て
選
ん
だ
も

の
で
、
詩
歌
や
画
題
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
近
江
八
景
に
な
ぞ
ら
え

て
作
ら
れ
た
「
大
窪
八
景
」
と
い
う

江
戸
時
代
の
漢
詩
が
、
八
幡
神
社
拝

殿
に
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
漢
詩
に

は
、
宝
鏡
寺
晩ば

ん
し
ょ
う
鐘
、
薬
師
寺
秋し

ゅ
う
げ
つ
月
、

最
上
川
帰き

は

ん帆
、
平
野
落ら

く
が
ん雁
、
千
駄
橋

夕せ
き
し
ょ
う
照
、
葉
山
暮ぼ

せ

つ雪
、
宝
田
晴せ

い
ら
ん嵐
、
大

窪
夜や

う雨
と
地
域
を
彩
る
8
つ
の
風
景

が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
詩
文
を
通
し

て
当
時
の
文
化
へ
の
憧
れ
と
郷
土
へ

の
愛
着
が
感
じ
ら
れ
る
作
品
で
す
。

■
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
文
化
係
☎
内
線

333

八幡神社

大
窪
八
景

小学校北側に残る愛宕堀

薬師寺

Vol.04 大久保地域

Pick Up
文化財


